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令和７年度                            

校内研修計画・研究主題 
１．研究主題 

 高めあえる学習集団をめざして～集団での学びを生かす児童の育成～ 

 

 算数科：R７自分の考えを持ち、伝え合う中で、自分の考えを広げ、深める授業の研究 

       「言葉、式、図のつながりをかいて伝えよう」 

主体的 R4          対話的 R5           深い学び R6・R7 

 

 

 

 

◆これまでの研究と主題設定にあたって 

本校は令和４年度から、学びに連続性を持たせ、算数の力を育んでいる。 

令和４年度は、上図の１つ目、「主体的に問いに向き合い、自分の考えをもつこ

と」を重点目標に掲げた。また「基礎的な算数の力を向上させること」も併せて大

事にした。 

令和５年度は上図２つ目の「対話的『交流・交換』算数的な見方・考え方を広げ、

深める」を重点目標に据えた。教育アドバイザー川北章史先生を講師に招き、図に

書き込む重要性、相手意識を持った説明の仕方にさらに磨きをかけるよう助言頂

いた。その結果、２月に行った校内算数アンケートでは、「説明することができる」

と感じている本校の児童は５８％。「友だちの説明はよくわかる」という割合は９

３％だった。 

令和６年度は上図３つ目の「深い学び『表現』自分の考えを自ら深める」に焦点

を当てた。「友だちの説明はよくわかる」という本校児童のよさを踏まえつつ、説

明のキャッチボールを大切にした。考えを「交流交換」し、そこからリライトし、

自分の考えをさらに深める取り組みを「ふりかえり」「問題作り」「深い学びシー

ト」「解説書」などを通して行った。 

今年度は、「自分の考えを持ち、伝え合う中で、自分の考えを広げ、深める授業

の研究」とテーマを設定した。昨年度末に行った校内算数アンケートでは、「図や

式、言葉などを使って、自分の考えをかいている」は８８％、「図や式、言葉など

を使って、自分の考えを伝えている」は７７％だった。算数科研究４年目の集大成

として、「言葉、式、図のつながりをかく」に注力した授業研究を行いたい。 

 

 

 

向き合う 

自分の考えをもつ 

交流・交換 

見方・考え方を深める 

表現 

自分の考えを自ら深める  
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◆今年度の取り組み（◎重点目標） 

◎学習規律・学習習慣の定着 「しっかり学ぶ！！柏東ルール」 

「しっかり作る！！柏東ノート」 

              家庭学習・自主学習の定着 

◎算数科研究     文、式、図のつながりをかけるようにしよう 

基礎的な算数の力の向上 

○国語科研究の継承  ①読み取ったことを「書くこと」につなげる指導 

           ②読む・話す・聞く ⇔ 書く の相乗効果を 

〇読書活動の推進  たくさん読む、すきまで読む、読んでつながる。 

          読書活動の活性化 朝読書（うちどく・読書貯金、図書委員会の活動） 

・研修       算数、ICT教育、ミニ研 など      

・朝学習      読書活動、算数（計算）、国語（漢字・言葉）  

２．研修計画 

４年度 主体的に「読み取る」「向き合う」～自分の考えをもつ～ 

５年度  対話的「交流・交換」～算数的な見方・考え方を広げ、深める～        

６年度 深い学び「表現」～自分の考えを自ら深める～ 

７年度 深い学び「表現」（言葉、式、図のつながり）～自分の考えを伝え合い、深める～ 

 

４月 ４日： 校内研修「図の系統性について」 講師 本校 金将貴先生 

４月１１日： 年度初めの方向性確認と研修（算数） 講師 川北章史先生 

５月２９日： 研究授業・研究協議（算数） 講師 川北章史先生 

６月２４日： 各学年の算数の取り組みと進捗状況交流 

７月２５日： TMに向けての指導案検討 

  ２８日： TMに向けての指導案検討 

８月２５日： 夏季研修 指導案検討・研修 講師：川北章史先生 

１１月１４日： TM公開授業・研究発表  講師 川北章史先生 

１月２４日： 研究授業・研究協議（算数） 講師 川北章史先生 

３月   ： 今年度の成果と課題、冊子作り、来年度研究テーマ検討 

 

３．研修の進め方 

 

 

 

 

 

研修部 

授業研究会や実践交流会をもつ 

講師を招聘し、研修の場をもつ 

来年度以降の研修テーマを検討する 

 

全職員 

学年・学級の児童の実態をつかむ 

課題に応じて、学習形態を様々に工夫していく 

授業評価を授業の向上にいかす 

児童につけたい力を見すえた授業作りを提案する 

 

 


